
638 新しい1か月予報

　1か月予報は，明日，明後日の天気予報等に重要な

初期値問題としての性格と1か月より長い予報にとっ

て重要な境界値問題としての性格を併せ持っており，

それだけに技術的困難も大きい．しかし，この1か月

予報の着実な改善の経験が，今後開発が本格化するで

あろう，より長い予報期間を対象とする数値予報モデ

ルを使った気候予報にも活かされていくと考えられ
る．
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支部だより

北海道支部　平成8年度気象講演会のお知らせ

テーマ『滝川周辺の気象と最近の地震活動』

日　時：

　平成8年10月18日（金）午後1時～4時40分

会場：

　滝川市大町1丁目2番15号

　滝川市役所　大会議室（8階）

講演内容：

　4人の講師により，一般市民を対象に身近な気象現

象と最近の北海道周辺の地震活動について講演する．

　①『最新レーダーが明かす降雪のしくみ』

　　　北海道大学大学院理学研究科助教授　上田　博

　②『グライダーと気象～雲達の千の顔・青空の千の

　　　色』

　　　滝川市教育委員会スカイスポーツ課係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸伊　満

③『地球環境問題とオゾン層破壊』

　　　北海道大学大学院地球環境科学研究科助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩谷雅人

④『北海道北部浅発地震帯の活動～北竜町の地震を

　　　中心に～』

　　　北海道大学理学部附属地震予知観測地域セン．

　　　ター長　　　　　　　　　　助教授　笠原　稔
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　日本気象協会北海道本部，札幌管区気象台
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